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はじめに 

 教科書研究センターのプロジェクト「個別最適な学びと教

科書の在り方に関する国際比較調査～諸外国におけるデ

ジタル教科書の政策と実相」の一環で，デンマークのデジタ

ル教科書の政策，制度並びに活用の実相を把握するため，

現地での調査を行った。 

 3 月 10 日～12 日の 3 日間，デンマークの首都コペンハー

ゲン近郊やフュン島オーデンセで行った調査では，教材セ

ンター(Center for Undervisningsmidler: 以後 CFU)のプロジ

ェクトリーダーDyhr,S.W.氏 へのインタビュー， 教 材 会 社

Alinea 社編集局長且つ小中学校の教材担当 Bay,R.氏，高

校・職業教育担当 Andersen,M.B.氏へのインタビュー，デジ

タル教材会社 LærIT の COO，Sørensen,U.L.氏へのインタビ

ュー，コペンハーゲンの近郊エルシノア(Helsingør)の国民学

校（日本での小中学校に相当）Nordvestskolen での 6, 8 年

生の数学の授業視察，校長 Pedersen,S.氏と教員 2 名への

インタビュー， コペンハーゲン大 学 の数 学 教 育 研 究 者

Jessen,B.氏と Bahn,J.氏 2 名との議論を行った。 

本稿では，まずデンマークのデジタル化戦略と教科書制

度の概要，デジタル教科書のインフラの核である Unilogin

の特徴を考察する。次に CFU による mitCFU や SkoleGPT

などデジタル教材の選択，活用を支える取り組みを紹介し，

最後に教材会社とのインタビューを基にデジタル教科書を

取り巻く状況について考察する。 

 

教育のデジタル化と教育改革動向 

（１）教育のデジタル化  

デンマークは 1960 年代後半に日本のマイナンバーにあ

たる個人番号（CPR 番号）が導入され，2000 年代の政府の

デジタル化推進施策により，ほとんどの行政手続きが電子

化されるなど社会生活の隅々までデジタルインフラの整備

が進んでいる。教育分野でも，1990 年代から ICT 活用へ継

続的に投資してきた国である。 

例えば 2012 年から 2017 年に，全ての学校にワイヤレス

ネットワークの整備，生徒・保護者・教師のイントラネット

AULA の創設，自治体のデジタル教材購入費の補助，ICT

を活用する教員のネットワーク化などを進めてきた。 

国民学校のカリキュラムでもデジタル化は重視され，科

目横断テーマ「IT とメディア」を通じて，ICT を各科目の学習

に組み込んで指導されてきた。さらに子ども・教育省は，

2018 年から 2021 年にかけての国民学校 46 校での実験と

検証を経て，2027 年からの新カリキュラムで，「テクノロジー

理解（Teknologiforståelse）」を 7 年生以上の選択科目とし

て導入することを決定した。 

 
出典：Styrelsen for Undervisning og Kvalitet (2024) 

Arbejdsdokument: Baggrund om teknologiforståelse som ny 

faglighed i folkeskolen。 

 

同科目は，「デジタル・エンパワーメント（テクノロジーの分

析，目的や使用方法の理解，評価と再設計）」，「デジタル・

デザインとデザイン・プロセス（問題の設定，発想，プロトタ

イピング，テクノロジーに関する議論）」，「コンピューテーシ

ョナル・シンキング（データ，アルゴリズム，構造やモデリン

グ）」，「テクノロジー知識と技能（プログラミングやコンピュ

ータシステム，ネットワーク，セキュリティ）」という 4 つの能

力領域で構成されている。 

デンマーク調査 臨時特集号 CONTENTS 

１ デンマークのデジタル教科書の制度と最新動向 （新潟医療福祉大学健康科学部講師 佐藤裕紀） 

５ 数学教育の視点から見たデンマークの数学教科書 （香川大学教育学部教授 松島充） 

No. 

136 
2025.6.30 

デンマークのデジタル教科書の制度と最新動向 

新潟医療福祉大学 健康科学部 講師 佐藤 裕紀 
１ 

２ 



2 
センター通信 №136 2025.6.30 教科書研究センター 

（２）教育方法の多様化へ 

 デンマークでは 2000 年代以降，PISA ショックもあり，「共

通目標」の導入・強化や，学力テストをはじめとしたさまざま

な試験の導入など，学力向上に向けた施策がとられてきた。

また教員もしばしば批判され，質の向上のための教員養成

課程改革も行われてきた。 

 しかし，CFU の Dyhr,S.W.氏によると，検証の結果，それら

の施策が学力向上につながっていないと評価され，方向転

換する傾向にあるという。2027 年からの新カリキュラムに向

けた政府の改革では，達成すべき共通目標の数が大幅に

減り，教員の教育方法に関する自由な裁量を増やし，生徒

が今まで以上に主体的に学びのプロセスに参加し，学校を

楽しいと思える新しい学びの在り方が目指されているという。 

  

２．教科書制度の概要と Unilogin 

本調査では，デンマークの教科書制度の内容の実相も

確認できた。まずデンマークには国定，検定，認定などの

教科書制度はなく，民間企業が自由に教材を発行できる自

由発行制である。そして代表的な教材発行企業は 2 社

（Gyldendal 社と，Egmont 社の教材部門 Alinea 社）である。 

紙，デジタルと様々な教材があり，その中には日本の

人々がイメージする教科書に近い「基本書（Grundbog）」も

ある。 但しどの教材を使用するかの義務はない。各学校

は，自治体から割り振られた予算の範囲内で，教員の希望

を聞いて各学校で教材の購入，契約の判断をしている。 

国民学校法 19 条 1 項に教材を無償で提供すると記載され

ている。生徒は Unilogin という，共通の ID とパスワードで複数

のサービスにログインできるシングルサインオン（Single Sign-

On）を通じて，各学校が契約したデジタル教材を無償で使用で

きる。またノート PC や紙の教材も貸与される。 

Unilogin は生徒，保護者，教職員が利用でき，子ども・教

育省傘下の IT 学習庁が管轄している。国民学校入学時点

で全員の ID が作成され，デジタル教材をはじめとした幅広

い教育サービス，学力テストや健康診断などで活用される。

Unilogin があることで，教員は生徒に合わせて，学校が契

約した様々な教材を使い指導でき，生徒は様々なデジタル

教材に簡単にアクセスすることができる。 

なお，0 年生から 3 年

生までの生徒には，4 枚

の写真の順番で構成さ

れるパスワードが与えら

れる。4 年生以上になる

と自分で新しいパスワー

ドを選択できる。保護者

も，ログインして， Aula

（全学校で整備されたイ

ントラネット）などを利用

することが可能である。 

 

デジタル教材の選択，活用を支える仕組み 

 調査で訪問した CFU は，高等教育・科学省の管轄下にあ 

り，国内 6 校の教員養成等を行う専門職大学内にそれぞれ

設置されている。CFU の中心業務は，①さまざまな種類の

教材の学校への貸与，②学校教員に対する教材の選択と

活用方法の助言や指導，③教員の能力開発のための研修

である。それらを通じて国民学校での教育を支援することを

目的として，様々な団体ともプロジェクトを実施している。本

稿では，関係する 3 つの取り組みに焦点をあてる。 

（１）mitCFU 

mitCFU（私の CFU）は，教材会社やメディアなど様々な企

業と連携し，国内で入手できる多様な教材を学校へ無料で

貸し出すプラットフォームである。教材を購入する前に借り

ることで，教員や児童生徒が試すことができるのだ。また教

員養成課程の学生も利用できる。 

特徴は，その量と多様さである。「教材のショールーム」と

も称される mitCFU では，電子や紙の書籍（小説，ノンフィク

ション，絵本など），ボードゲーム，スポーツ用品，測定機器，

ロボット，オーディオブック，テレビ番組や長編映画など約

10 万点から選択できる。 

特に他国と比べて，映画とテレビ番組がある点が特徴的

であり，800 本以上の映画と 50,000 本以上のテレビ番組を

視聴することができるという。但し，映画やテレビをストリー

ミングするには，学校が CFU の映画とテレビのサブスクリプ

ションを契約する必要がある。  

スタッフはトラックで各地を回り（オンラインでない）書籍や

教材などを学校へ届けているという。またコンサルタントが

Unilogin のログイン画面 

CFU が入るコペンハーゲン専門職大学 

Unilogin のログイン画面 

３ 
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教員の相談を受け助言することで，適切な教材の選択につ

ながるよう支援しているという。 

 mitCFU のユーザー数は年間で約 390 万人で，教員一人

当たりの利用頻度は約 100 回だという。また紙の教材の年

間貸し出し数は約 280 万冊に及び，2014 年以降，テレビ番

組のストリーミングの利用数は急激に増加傾向にあるとい

う。教材会社とも連携して各地で見本市を開くなど，事業者，

学校と非常に緊密な関係を築いているという。  

各企業の個別の取り組みではなく，このようなプラットフォ

ームがあること，また教員養成課程の学生も利用できるこ

とは，将来教員になった際にも役立ち，また事業者にとって

も将来の顧客候補に試してもらう機会となっているという。 

 

（２）未来の教室ラボ 

未来の教室ラボ（Future Classroom Lab）は，学校教員や

教員養成課程の学生を対象に，ICT をはじめとした，最新

技術，様々な教育方法，学習空間づくり，デザイン思考など

について，実際の素材，機材を活用しながら学ぶ機会を提

供している。多くの企業と連携し，様々な技術や商品を提

供してもらっている。ラボ内には，各企業から提供（貸与）さ

れた３D プリンターやレーザーカッター，T シャツ等でのプリ

ント機やロボットなどの様々な機材，物品，教材はもちろん，

学生や地域の人々たちから集めた玩具などが並ぶ。さらに

学習空間を彩る様々なインテリアの展示もされていた。 

教育のデジタル化を進めるだけではなく，最新の教育方

法や教材の活用方法，技術を学べ，生徒たちの学習意欲

を高める創造的な教育者の養成・支援体制も重要である。 

 

（３）学校で安心して使用できる SkoleGPT の開発 

デジタル教材の作成，活用の支援という点でもう一つ興

味深い取り組みが，CFU と未来の教室ラボが開発した

SkoleGPT である。これは，オープンソースで無料，データが

保存されず他人に利用されたり別目的で使用されたりしな

いため，学校の授業で教員が安心して使用できる生成 AI

チャットボットである。生徒が AI を試し，その可能性と課題

を教師や大人と対話し学ぶ機会を作ることを目的として開

発された。 

SkoleGPT を用いることで，例えば，国語の時間に生徒がおと

ぎ話やその他の文学作品を作成するのをサポートしたり，生徒

が多様な考え方に触れたり，

LEGO ロボット向けの簡単なプロ

グラムのコーディングを手伝った

りすることができるという。 

 

デジタル教材の発行，活用の現況 

 次に，教材会社 Alinea 社の編集部門の 2 名へのインタビ

ュー結果を基に，デジタル教材の活用状況を考察する。 

 な お ， 主 な 教 材 会 社 と し て は 同 社 と ， 競 合 で あ る

Gyldendal 社が挙げられる。同社の市場シェアを尋ねたとこ

ろ，（印象ではあるが）小中学校段階において，紙の教材は

5 割，デジタル教材は 6 割の市場シェアだという。残りの多

くを Gyldendal 社が占めているようである。 

また，Aliena 社のルーツである職業教育の教材では 8 割

のシェアを占めるが，高校では Gyldendal 社が強く，Alinea

社のシェアは 1 割～2 割程度だという。なお，教材の価格は

市場で決まり，政府からの介入は無いという。 

2027 年にあるカリキュラム改革に合わせた改訂を進めて

いるが，決まった改訂の周期はないという。デジタル教材は

常時アップデートしており，紙の教材は，高校，職業教育は

おおよそ 5～7,8 年に一度，内容の改訂しており，小中学校

はもう少し多い頻度で改訂しているという。 

SkoleGPT のロゴ 

Alinea 社の入り口 様々な最新技術，学習方法，空間を体験できる 

５ 
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（１）教育段階における違い 

調査で印象的だった点は，教育段階による違いがある点

だ。教材のデジタル化について，小中学校段階では，20 年

ほど前から，紙の教材を PDF 化して，音声や読み上げ機能

を付けた E-book（電子書籍化）の動きがあったという。但し，

現在，そのような E-book をデジタル教材とは呼ばないとい

う。また電子書籍を使用している学校は非常に少なく，ポー

タル上にある様々なインタラクティブな機能を持ったデジタ

ル教材を活用している学校が主流だという。 

一方で，紙の教科書も使用されており，紙とデジタル教

材の使用は半々くらいであるという。 

 それが（大学進学を前提としている）高校の場合，8 割程

度は紙の教科書を使用しており，一方で職業教育は 8 割程

度がデジタル教材を使用しているという。この違いはどこか

ら来るのかを尋ねると，高校は，「教員が教室の前で説明し

て問題演習をさせて解説をする」，というような伝統的な授

業スタイルを教員も好む傾向があるという。また「スクリーン

タイムで時間を浪費せず，しっかり読書すること」を推奨す

るという。そして近年のデジタルから紙への回帰傾向がさら

に影響を与えているという。 

 職業教育の場合，教科書内の文書を読んで学習するスタ

イルよりも，多様な学習方法を用いて，「実際にやってみて

学ぶ」教育を重視しているため，デジタル教材を使用する頻

度が高いという。 

職業教育では，小中学校段階のように紙からデジタル教

材へ，ではなく，先にデジタル教材を発行し，それを紙の教

材へと広げることもあるという。また２年ほど前から AI をデジ

タル教材に取り入れ，AI アシスタントで学習者をサポートした

り，言語面で課題のある生徒をサポートする機能を入れたり

もしている。 

 

（２）デジタルからの揺り戻しの動向 

最後に，教材会社をはじめ，本調査の中で訪問した方々

から聞いた，デジタルから紙への揺り戻しに関する動向の

要点を記す。 

デンマークは，教育のデジタル化の歴史が長く，スウェー

デン以上に力を入れてやってきた。政府は，「デジタルコン

ピテンスを育む必要性」を強調して，教育のデジタル化を進

めてきた。国民の多くも，教育のデジタル化について（よくわ

からないまま）歓迎してきた。 

しかし，PISA の成績の低下，デジタル教材を使用して生

徒たちは一見，作業として，形式的には理解できているよう

に見えるが「実は概念的な理解できていないのではない

か？」という懸念，デジタル化に関する実証的な研究成果

の乏しさ，スクリーンタイムの増加と学校生活でのつまずき

の関連性といったネガティブな声がでてきたという。 

また，学校で使用するデジタル教材の議論と，プライベー

トで使用する SNS やスクリーンタイムの議論などが混在し

たまま議論され，政治家なども危機をあおる物言いをする

中で揺り戻しの世論が形成されていった側面があるという。  

実際，政治家は，スクリーンタイムの長さを批判する一方

で「テクノロジー理解」を導入するという，二枚舌の側面をみ

せることもあり，それを批判する声もあった。 

教材会社の編集者の見立てでは，実際のところ，デジタ

ルから紙へのバックラッシュのピークは過ぎ，ここ 1，2 年で

以前より落ち着いてきているという。「とにかく紙の本に」と

いう学校も一部にはあるが，教材として使用されるデジタル

は悪くなく，プライベートで使用するデジタルとのバランスを

見つけていくという方向性になっているという。 

  

おわりに 

本調査によって，①Unilogin の仕組みと他の様々なシス

テムの間の整理，②教材の採択を実質的に誰（どこ）が行

っているのか，について，資料だけでなく現地で多様な主体

にインタビューをしたことで，理解を精緻化することができた

と考えている。 

近年デンマークの教育政策は中央集権的であったが，現

在教員へ自由裁量を与える方向へ転換している動向には非

常に驚き，その背景も深掘りする必要がある。 

mitCFU や未来の教室ラボなどは，デジタル教材を推進し

ていくにあたって，学校教員のデジタル教材の選択や活用

を支え，教員養成の面でも有益な取り組みである。 

デジタルから紙への揺り戻しについても，他の北欧諸国

と同様の傾向も見て取れたが，学校種によるデジタル化の

差異などもあり，ピークは過ぎたとされる今後の方向性を引

き続き追っていく必要があるだろう。 ポータルサイト上のデジタル教材の例 

一番左が小中学校を担当の Bay,R.氏，左から２番目が 
後期中等教育，職業教育担当の Andersen,M.B.氏 

６ 
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https://laerit.dk/hvad-er-skoletube/ より転載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

本デンマーク調査では，教育研究省の管轄下にある教育

教材センターCFU，国内最大手の教材会社 Alinea 社，国内

の小中学校の 96％に実装されている学習アプリ Skoletube を

開 発 し た LærIT 社 ， エル シノ ア ((Helsingør) の 国 民 学 校

Nordvestskolen の 6 年生と 8 年生の数学授業，コペンハーゲ

ン大学の数学教育研究者らを訪問し，デジタル教科書につ

いて情報収集し議論を行った。本稿では，デンマークで行わ

れている数学学習に焦点を当て，その背景や実施されてい

る授業，教科書について報告し，最後に前回のエストニア調

査報告（本センター通信 132 号）とも対比しながら数学教育に

おけるデジタル教科書の今後について考察する。 

なお本デンマーク調査では，デンマークのデジタル教科書

を調査中に短時間しか閲覧することができなかった。それは

デンマークの子ども・教育省下の IT 学習庁によって整備され

ている Unilogin の「現在，デンマーク国外の機関は Unilogin を

利 用 で き な い 」 （ https://viden.stil.dk/spaces/ 

STILVIDENOFFENTLIG/pages/96174149/Kan+udenlandske

+institutioner+f%C3%A5+Unilogin 参照）というアクセス制限が

かかっているためである。そのため本稿では，デジタル教科

書について，他のデンマークの教育環境とあわせて総合的

に論じる。またデンマークでは，法的に教科書が定義されて

いないが，本稿では学校現場で主たる教材として使用してい

る教材である基本書 Grundbog を教科書として論じていく。 

 

デンマークの教育思想の背景 

教育ベンチャー企業の LærIT 社では，前述のように国内の

小中学校の 96％が導入している学習アプリ Skoletube を開

発，提供している。Skoletube も Unilogin を介してログインす

る。Skoletube では，学習者の思考をマルチモーダルに表現

できる多種多様なアプリが実装されている。 

 

マルチモーダルなアプリには，例えば絵本作成，オンライ

ンビデオ編集，発表ボード作成，画像編集，年表作成，AR と

VR 作成等のアプリが全 27 種実装されており，日本の学習支

援アプリとは大きく趣が異なる。LærIT 社の COO である

Sørensen,U.L.氏に，なぜこれほど多様なマルチモーダルなア

プリを実装しているのかを尋ねると，Luhman, N.のコミュニケ

ーション論，Kress, G.のマルチモーダル論，Papert, S.の構築

主義が重要な学習観であると考えているからだと語ってくれ

た。つまり，学習の根幹はコミュニケーションであり，そのコミ

ュニケーションでは，単に言語のみの相互作用だけではなく，

動画や音声，動作等のマルチモーダルを重視しているので

ある。この学習観に基づけば，Skoletube の多種多様なマル

チモーダルなアプリの存在が納得できるであろう。 

また後述する国民学校 Nordvestskolen での授業後の議論

では，授業者から数学学習では対話を重視しているという説

明があった。このことは上述のルーマンの思想とも一致する

が，近代デンマークの礎を築いた教育思想家のグルントヴ

ィ,N.F.S.の影響が大きいようである。グルントヴィの業績はデ

ンマーク語の讃美歌の作成等の多方面にわたるが，教育に

関しては次のような主張をしたとされる。 

・心の内容を話すことが重要 

・文字よりも口承としての生きた言葉を重視 

・教師と学生の間の生きた相互作用を重視 

・対話と相互作用を重視した民衆教育から民主主義の思

想へ 

（ホルム，A.，2024） 

 教師と学習者の対話による相互作用で学びを深めるととも

に，民主的な市民を育成しようとする意図がわかる。デンマ

ークの教育を分析する際に，このような教育の背景となる思

想の確認は必要不可欠であろう。 

 

エルシノアの国民学校 Nordvestskolen での数学授業 

Nordvestskolen では，6 年生「長方形の周の長さと面積」の

授業，8 年生「一次関数の活用」の授業を参観した。 

 

（１）６年生「長方形の周の長さと面積」（20名） 

 授業者は教員 1 年目の若い女性講師だった。導入時には

電子黒板（IWB: Interactive White Board）で正方形の周の長

さと面積の求め方を学級全体で確認した。次に，長方形の周

の長さと面積の求め方，平行の概念について学級全体で確

認した。そして子どもたちに配布したプリントの長方形の周の

長さと面積を求める問題について，その解決方法と答えを確

１ 

２ 

３ 

数学教育の視点から見たデンマークの数学教科書 

香川大学 教育学部 教授 松島 充 
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認した。ここまで授業開始から 18 分間である。次に各自でプ

リントの問題を解く活動を行った。問題を解いたら，自分で計

算した辺の長さと面積の大きさが正しいかどうかを，各自のノ

ートパソコンの動的幾何アプリ GeoGebra を用いて合同な図

形を作成し，アプリ内の測定機能を用いて周の長さと面積の

大きさを確認した。この各自の問題解決が 22 分間であり，合

計 40 分間で終了した。 
 

  

 

 

 

（２）８年生「一次関数の活用」（24名） 

 授業者は校内で指導教諭の立場にある教員 26 年目のベ

テラン女性教員だった。本時は，一次関数の学習が一通り終

わった後の最後の一次関数の活用の学習だった。初めに一

次関数の学習をまとめたプリントを 1 枚配り，それを大まかに

教師が解説した。プリントは，現実の事象と数式，表，グラフ

を関連付けた内容だった。 

 

一次関数の学習をまとめたプリント 
 

 子どもたちはこの学習のまとめのプリントを参考にしながら，

デジタル教科書内の複数の問題の中から，自分で解きたい

問題を選び，友達と一緒に問題を解き始めた。ここまでで授

業開始から 10 分間である。次に教師は問題が解けない子ど

もに個別指導をした。また問題が簡単に解ける子どもたちに

は，彼らを教室の前に集めて，二次多項式という用語とその

一般式，x2 の係数の大きさの変化によるグラフの変化を簡単

にホワイトボード上に示し，2 次関数の問題に挑戦させた。こ

れらの問題解決活動が 25 分間続いた。 

 

プリントをもとにデジタル教科書の問題を選んで解く 

 

  
教室前方での発展的な内容の指導とその問題 

 

 これらの問題解決活動のデジタル教科書の問題の中には，

問題の解き方を文章で説明させる問題も含まれており，子ど

もたちは「表からどのように規則を見つければよいのか？」，

「グラフからどのように規則を見つければよいのか？」等の問

いに対する考えを，PC 上に文章と数式で入力していた。 

 

問題の解き方を文章と数式で入力する問題 
 

授業の最後には，振り返りの時間が設定されていた。教師

が「今日は何を学びましたか？」と学級全体に問うと，「できる

かなと思ったけどできた。これ以上に難しい問題をやってみ

たい。」，「2 次関数に挑戦したけど，結構簡単だった。」等の

発表が見られた。この振り返りの時間は約 5 分間であり，合

計 40 分間で授業は終了した。 

 2 つの数学授業参観から，数学学習において GeoGebra の

活用が前提となっていること，デジタル教科書の豊富なコン

テンツから子どもが個別に問題を選ぶことで個別最適な学び

が部分的に実現していることがわかる。その一方で，協働的

な学びが生起しにくい学習形態であることもわかる。 

 

数学科教科書の構成の比較 

本節では，デンマークと

日本の教科書比較を行う。

対象とするのは，デンマー

ク最大の教科書会社の一

つである Alinea 社の 4 年

「分数」と 8 年「三平方の 

IWB を用いた復習と問題の解き方の確認 

アナログで問題を解いてから GeoGebra での答え合わせ 

４ 



7 
センター通信 №136 2025.6.30 教科書研究センター 

定理」である。日本では前者が小学校 2 年に該当し，後者が

中学校 3 年に該当する。 

 

（１）「分数」の教科書の記述 

4 年の教科書である基本書 Grundbog は，Elevbog という子

どもの書き込み用の冊子とその内容が対応している。ここで

は基本書を概観する。 

 

 
 

上記のページには①～④までの問題が示されている。次の

ような問題である。各問題の最初の 1 文が問題のタイトルで，

続く文が問題に関する問いや説明である。 

① 分数を見つけて書く。どの数字が分数ですか？ 

② 記憶術をつくる。分数で分子と分母がどこかどうやって覚

えていますか？ 

③ 分数を色分けして分数ビンゴをする。ワークシート上のす

べての図形に選択した部分を色付けします。それからビ

ンゴをしましょう。 

④ 一致する表現を見つけて色を塗る。どの表現が一致しま

すか？ 

デンマークの教科書では，分数と整数の表記の違いに着

目したり，ゲームや色塗りという操作的活動を取り入れたり

することで分数の概念形成を図っていることがわかる。一方，

日本の小学校 2 年「分数」の導入では，折り紙を折る等の操

作的活動から分数を定義し，単位分数を意識した記述が目

立つ。またそれと同時に日本の教科書では，定義やまとめの

明示，キャラクターが数学的な見方・考え方を意識した発言

をしていることも特徴として挙げられる。 

 

（２）「三平方の定理」の教科書の記述 

 8 年の「三平方の定理」の導入の内容を概観する。 

  

 
 

 デンマークの教科書では，警察ヘリコプターのパイロットと

地上のパトカーとの無線でのやり取りという現実的な状況設

定を利用している。そして上図右ページでは，GeoGebra を用

いた作図と辺の長さの測定機能を前提とした問題構成となっ

ている。また右ページの課題 6a は，課題 5 で測定した複数

の直角三角形上の正方形の関係について，「課題 5 で調べ

た結果を言葉で述べてください」という文章で記述する問題

が設定されている。一方，日本の教科書では，幾何学的対

象から学習が始まり，動的幾何アプリも用いながら直角三角

形上の正方形の面積どうしの関係に気づき，その関係を論

理的に証明していくという流れとなっている。また明示的に三

平方の定理も示している。 

4 年と 8 年のデンマークの教科書の比較から，デンマーク

の教科書では，現実事象の活用を重視していること，自分の

考えを表現することを重視していること，そして GeoGebra の

活用が前提となっていることがその特徴として指摘できるで

あろう。 

 

デンマーク視察から考えるデジタル教科書の未来 

（１）エストニア調査との比較から 

本センター通信 132 号で報告したエストニアのデジタル教

科書の特徴として，デジタル教科書ポータルサイトの単一化

とその内容としてのリンクの多様性，教科書活用の前提とし

ての GeoGebra 活用，練習問題の自動採点機能の実装，学

習者の自学自習を志向した教科書構成，実社会との関連や

現代的な問題との関連を意識した問題の実装等が挙げられ

た。デンマークとの共通点として，まずデジタル教科書のポー

タルサイトの単一化が挙げられるだろう。デンマークでは

4 年「分数」の導入の 1 ページ 

8 年「三平方の定理」の導入の 2 ページ 

５ 
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Unilogin によってどこでも同じ簡潔な手順でポータルサイトに

アクセスできる。次に，基本的な数学的探究のツールとして

の GeoGebra の活用が挙げられる。実際に参観した授業の

様子や，教科書上に何の説明もなく GeoGebra の活用につい

て指示されていることからも明らかであろう。また実際の授業

参観や教科書構成から，実生活とのかかわりを意識しながら，

自学自習を志向した教科書構成となっていることも明らかで

ある。8 年生の参観授業ではデジタル教科書の豊富な問題コ

ンテンツをもとに，個のレベルに応じた発展的な学習内容が

可能となっていた。これはデジタル教科書の特長の 1 つと言

えるだろう。しかしデンマークの教科書は，日本のように子ど

もたちの思考の多様性を前提に，それらを 1 つのストーリー

として束ねていく授業づくりを志向する教科書構成とはなって

いない。そのため，協働的な学びの実現は，教師の力量に

依存することになろう。なお，ポータルサイト内のリンクの多

様性や自動採点機能，現代的な問題の取り扱いについては，

今回の調査では確認することができなかった。 

 

（２）コペンハーゲン大学の数学教育研究者との議論から 

本調査の最終日には，コペンハーゲン大学の数学教育研

究者の Jessen, B.氏と Bahn, J.氏と数学のデジタル教科書に

ついて議論することができた。この議論の中で挙げられたデ

ジタル教科書の長所は，他の内容へのリンク，データバンク

や統計へのリンク，アニメーションへのリンク，そして Excel 等

のワークシートの活用だった。しかしその一方で Slider Trap

という現象が話題に上がった。これは，数学の重要な概念を

ICT 機器にアウトソーシングすることで問題の答えを簡潔に

求められるが，学習の目的である数学の概念の深い学びが

生じないという現象である。 

 

Jessen 氏の議論のスライドより 

 

Jessenn 氏の資料では，2 次関数上の異なる 2 点間の距

離をスライダーで近づけ，2 点が一致すると接線となり，その

接線の傾きが微分係数として直ちに ICT 上で求められる例

が挙げられた。これは視覚的には微分係数の概念が非常に

分かりやすいように思われる。しかし，スライダーをドラッグし

て動かして微分係数を求める活動を通して，子どもたちは微

分係数の概念を真に学習できているのだろうか。微分係数

の概念がスライダーの動きによって非常に分かりやすく思え

るのは，教師がその概念をすでに学習し深く理解しているか

らであり，初学者としての子どもたちは微分係数の概念を十

分に学習できていないのではないだろうか。もし十分に学習

できていないのならば，ICT を用いた学習の落とし穴とでもい

うべきものとなろう。教師の立場から見た教材の論理的構成

を授業デザインの骨組みとするのか，部分的に非論理的に

見えるかもしれないが，子どもの立場から見た概念の意味形

成を重視した授業デザインとするのかの選択が迫られている

とも言えよう。 

数学教育における ICT 活用には次の 3 種があるとされて

いる（The Royal Society, 2023）。1：数学するための ICT 活用，

2：数学学習のための ICT 活用，3：数学を教えるための ICT

活用である。1 は，学習者が数学を用いて問題解決する際に

ICT を用いる場合である。数学のアウトソーシングである。2

は，学習者が数学的スキルの練習や概念学習のために ICT

を用いる場合である。3 は，教師がよい数学授業をデザイン

するために ICT を用いる場合である。数学学習において，問

題の解を求めるために ICT にアウトソーシングするべき部分

とそうでない部分の区別ができ，それを授業に実装できる数

学教師の養成とそれをサポートできるデジタル教科書の実装

が求められていると言えるだろう。 

 

おわりに 

デンマーク調査からは，デジタル教科書の豊富なコンテン

ツが一部の子どもたちに個別最適な学びを提供することがで

きていた事例を確認できた。しかしその一方で Slider Trap の

ような問題も指摘できた。我々教師は「いつ，何のために ICT

を活用した数学学習をデザインするのか」という授業デザイ

ンの哲学を常に考える必要があろう。ICT の長所と短所は何

かを明確にした授業デザインだけでなく「そもそも学びとは何

か」という学習観に立ち返って今後のデジタル教科書の在り

方について議論し直していく必要があるだろう。子どもたちが

一堂に会して学び合う「学校」という教育システムの再考が求

められているとも言えるだろう。 
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